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前回の 『語研ニュース』 のこのコーナーに英国

への人口流入増加を巡る一連の動きについて書い

たばかりだが､ 同時に英国からの人口流出が顕著

になっているということを2008年５月20日の 『テ

レグラフ』 紙の記事で知った｡ 最近10年間で英国

から海外に移住した人の数が戦後最高 (確認はさ

れていないがおそらくは過去最高) になっている

という｡

この記事によれば､ 1997年から2006年までに英

国から流出した人口は約197万人であり､ 2006年

だけでも20万人以上がこの国から外国に移り住ん

でいる｡ また英国在住の外国籍を持つ人々も158

万人ほど､ 同じ10年の間に英国を退去しているら

しい｡

公共政策研究所 (the Institute for Public Policy

Research. 略称 IPPR) の研究員ジル・ラターはこ

の現象を以下のように分析している｡ すなわち､

引退して海外に移住する人が増えていること､ 労

働力の国際間流動が顕著になって短期間 (一年な

いし数年) 国外で働くという事例が増えてきたこ

と､ また外国から移住して来て英国籍を取得した

のちに再び海外に移住する人が多くなっているこ

となどがその背景にあるとのことだ｡ 一方で野党

の各党はこの現象を､ 犯罪の増加と税率の高騰に

嫌気がさして英国から逃げ出す人々が多くなった

からだと主張している｡ 影の内閣 (shadow

cabinet: 野党第一党―この場合保守党―の党首が

各省庁を担当する閣僚を任命して組織する) の内

務大臣デイヴィッド・デイヴィスはここぞとばか

りに ｢労働党政権下のこの国の惨状を反映してい

る｣ と述べている｡

他国や他の地方へ ｢移住する｣ ことを英語で

‘migrate’ (名詞形は ‘migration’) という｡ ラテン

語の ‘migrare’ (｢移動する｣) が語源だ｡ この

‘migrate’ はＡ国からＢ国へ ｢移住する｣ というこ

とを客観的に叙述する場合に用いる動詞で､ 外国

から本国へ ｢入って来る｣ 場合の ｢移住する｣ は

‘immigrate’ (in＋migrate)､ 逆に本国から外国へ

｢出て行く｣ 場合の ｢移住する｣ は ‘emigrate’

(e＋migrate) である｡ この 『テレグラフ』 の記事

の見出しは ‘Two million Britons emigrate in 10

years’ だった｡

2012年７月下旬から８月中旬にかけて､ ロンド

ンで夏季オリンピックが開催される｡ そうなると､

ただでさえホテルが激しく高いロンドンの至る所

で､ 宿泊施設の不足という事態が発生することが

容易に予想出来る｡ そこで､ 大手ホテルチェイン

のトラヴェロッジ (Travelodge) がプレハブ式の

ホテルを数カ所に設置することを計画していると

いう｡

2008年５月14日の 『タイムズ』 の見出しには

‘Pre-fab hotels for visitors to London Olympics’ と

あったので､ 建設現場や校庭の片隅でよく見かけ

るようないわゆるプレハブ小屋を宿泊施設として

使うのか､ と思ったが､ そういうことではないら

しい｡ 記事によればそのプレハブホテルは120室

を擁する大規模なもので､ 中国で製造されてロン

ドンに輸送され､ 組み立てられてオリンピック期

間中ホテルとして使われたのち､ 分解されて運び

去られまた別な場所で組み立てられて使われるこ

とになるらしい｡ 普通にホテルを建設する場合よ
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りも工期を４分の１､ 費用を10分の１ほど削減で

きるという｡ ６月に第一号店が北西部のアクスブ

リッジに開店し､ 年内にヒースロウ空港の近くに

も完成する予定である｡ 宿泊費は最低で一泊19ポ

ンド (約4000円) とのことだから､ ロンドンのホ

テルとしてはかなり安いと言える｡ 尤もトラヴェ

ロッジには３週間以上前に予約すると最低で一泊

19ポンドになるという割引制度があるから､ 単に

これが適用されるということであろう｡ オリンピッ

ク期間だからと称して特別に高い料金を設定しな

いのは良心的だ｡ ただどんな時でも物事の悪い面

にばかり注目する人というのがどこにでもいて､

『タイムズ』 の記事によれば ｢輸送時に排出され

る二酸化炭素の量も考えなければならない｣ とい

う意見も出ているという｡ 尤もこの指摘をしてい

るのは建設業界の人らしいので､ 簡素化された工

事によって仕事が減ることに対する苛立ちもその

背景にあるに違いない｡

｢プレハブ｣ という日本語は､ また ‘pre-fab’

という英語は､ ‘prefabricate’ の省略形である｡ 接

頭辞 ‘pre’ はご存じの通り ｢前の｣ とか ｢前もっ

て｣ の意であり､ ‘fabricate’ は ｢組み立てる｣ と

いう意味だ (ラテン語 ‘fabricare’ ｢組み立てる｣

から)｡ 外枠となる部分を ｢前もって｣ ｢組み立て｣

ておいて､ それをさらに現地で組み立てるという

ことなのである｡

トラヴェロッジは1930年代末期の米国に起源を

有するが､ 現在は英､ 米､ 愛､ 加､ 豪にそれぞれ

独立した会社を持つ｡ 英国のトラヴェロッジは高

速道路のサーヴィスエリアや国道沿いに広大な駐

車場を併設した郊外型のビジネスホテルが多い｡

(安藤 聡)

2008年３月８日に放映がはじまったMBCの連

続テレビドラマ ｢わが生涯最後のスキャンダル

(� �� ��� �	
)｣ が人気を呼んでおり､

視聴率30％を越えそうな勢いであるという｡

かつては自他ともに認める美人であったチェ・ジ

ンシル扮するホン・ソニは､ いまや典型的な“お

ばさん (���)”と化している｡ 夫は事業に失

敗して監獄行き､ 金の工面に追われるという最悪

の日々｡ そんな時､ 20年前の初恋の相手でいまは

ソン・ジェビンというトップスターになっている

チョン・ジュノ扮するチョン・ドンチョルから電

話がかかってくる｡ 二人は再会するが､ 昔の風貌

をまったく失ったソニの姿にドンチョル (ジェビ

ン) はびっくり仰天｡ 会ってしまったのが運の尽

き､ 後悔先に立たず｡ ソニから何とか逃れようと

冷たくあしらうが､ 彼女の境遇に不憫を感じはじ

め､ 助けてやろうとするうちに昔の感情がよみが

えり……｡ 現実味ゼロのこのドラマ､ ｢おばさん

シンデレラ物語 (��� ��� ���)｣ の

ジャンルに属すのだそうである｡

では､ 上で書いた ｢典型的な“おばさん”｣ と

はどんな“おばさん”なのか？ ｢キョンイン日報｣

のホームページ (http://www.kyeongin.com/) に掲

載された2007年10月23日付けの ｢“第三の性”否

定的偏見に終止符を打って……｣ によれば､ 次の

ような特徴を持っている｡

�身体的特徴：やぼったくぼてっとしたスタイ

ルにパーマ頭｡

�対人関係：ずうずうしく気がきかず､ 体面を

つくろわない｡

�性格的特徴：自分の考えにとらわれ､ しつこ

い｡

しかし､ このような否定的イメージはもう消え

つつあるという｡ 現在､ 社会関係的に定義される

“おばさん”は､ ｢機会があれば何でもやりとげ

ることのできる潜在力のある社会集団として評価

され､ 消費を引っ張る階層としてその影響力を発

揮している｣ のである｡ ちなみに､ フランス政府

観光局が発行した ｢韓国観光市場研究報告書｣ は､

“おばさん (Adjumma)”を ｢40代以上の家庭に

いる韓国女性たちで､ 子女をみな育て上げ､ 時間

と経済的余裕のある女性たち､ 高い購買力を持つ

韓国特有の集団｣ と定義しているという｡
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社会的集団としての“おばさん”概念が登場し

たのは1970年代からで､ 初めは否定的なイメージ

はなかったらしい｡ 当時は､ 家庭をやりくりしな

がら情の深い伝統的“おかあさん”を象徴する

｢下宿の“おばさん”｣ に代表され､ 庶民的で人

情深いイメージを持っていた｡ 80年代になると､

経済的環境の変化と不動産ブームが起こり､ ｢福

婦人 (不動産投機をする家庭婦人)｣ の性格が強

くなって､ やや否定的なイメージが生まれた｡ そ

の後､ 90年代前半には､ お嬢さんぽい“おばさん”

を指す ｢�� (missy)｣ という言葉が流行したが､

90年代後半には経済的危機 (IMF危機) を克服す

るために既婚女性が直接的に社会活動に参加する

ようになって､ ｢気がきかず､ ずうずうしい“お

ばさん”｣ という否定的なイメージが形成された｡

しかし､ 最近になると､ 既婚女性の社会的・経

済的参加が質的にも量的にも拡大し､“おばさん”

に対する観念も変わりつつある｡ とくに､ オンラ

イン環境等を中心に､ 情報力を持つ“デジタルお

ばさん”という新しい“おばさん”集団が急速に

拡大しており､ 社会､ 経済､ 消費文化等に多様な

影響を与えるにいたっている｡

ようするに､ ｢気がきかず､ ずうずうしい“お

ばさん”｣ という否定的なイメージは､“おばさ

ん”たちが社会的活動にいっそう参加するように

なり､ 経済力を増したことで､ 社会的に表出され

た彼女らの行動特徴が目立つようになって生まれ

た一種の社会的偏見であり､“おばさん”たちに

対する評価を変えなければならない､ というのが

｢“第三の性”否定的偏見に終止符を打って……｣

の主張なのである｡

一方､ 2008年４月20日に配信された ｢聯合ニュー

ス｣ の ｢韓国のおばさんが変わりつつある｣ とい

う記事は､ やや異なる側面からの論評になってい

る｡ この記事は ｢テホン企画｣ が“おばさん”た

ちのライフスタイルの変化について調査した

“Ajumma & The City” を紹介したものであるが､

記事の副題が ｢伝統的良妻賢母からファミリー・

ビジネスのCEOへ｣ となっていることからも分か

るように､“おばさん”たちが財テクの主導権を

握っていることに焦点をあてている｡“おばさん”

たちは夫の給料に依存するよりも､ 主導的に財テ

クに精を出し ｢良妻銭母｣ になっているが､ それ

でも子供の教育が相変わらず生活の大きな部分を

占めていること､ 特に教育費が支出の32.8％を占

め､ 高校生の子供の場合には月平均の私教育費

(塾や家庭教師に支払う金額) がなんと92万ウォ

ン (約10万円) にも達していることなどを紹介し

ている｡

財テクの話しが出たついでに 冒頭で紹介し

た ｢わが生涯最後のスキャンダル｣ の第二話で､

金の工面に苦しむソニが､ 尿失禁手術を受ければ

500万ウォンの保険金が入ると知り､ 尿失禁と偽っ

て手術を受けようとするが､ 女医との話のすれ違

いから別の手術 (ここではどんな手術か書けませ

ん) を受けてしまい､ 保険金どころか200万ウォ

ンの出費が必要になってしまったというお笑い場

面がある｡ その中で ｢尿失禁財テクがひところは

やったじゃないか｣ という意味のセリフが出てく

る｡ この場面について､ 関係学会から誤りが多い

という指摘がなされているらしいが､ ｢尿失禁財

テク｣ という言葉は実在するようである｡ ある

Webサイト (http://www.mydaily.co.kr/) の中の記

事を引用しておく｡ ｢“尿失禁財テク”というの

は､ 一部保険会社で､ 一時､ 中年尿失禁患者たち

の治療のために作られた商品で､ 尿失禁手術を受

けると500万ウォンほどの保険金を受け取ること

ができるようにしていた商品｡ 実際の治療技術が

よくなり､ 数十万ウォンですみうる手術であるの

で､ 過去の保険約款当時に設定された手術費用

500万ウォンは実際よりも過多の設定となってし

まったために､ 中年女性たちの間で､ 一時､ 財テ

ク手段として活用されたことがある｡｣

(付記) ｢わが生涯最後のスキャンダル｣ は土・

日の週２回放映なので､ 本紙が出るころには終了

していると思います｡ もし日本のテレビで放映さ

れることがあれば､ 見てみてください｡

(田川光照)
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